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1. 論文内容の要旨
両生類の四肢や尾部が切断されると、まずは創傷部に傷表皮が形成され、その後に、傷














補遺伝子を得た。その中から、 AEC形成時期である再生 2〜 3日目で特に強く発現する遺伝
子について、 Whole mount in situ hybridization による発現解析を行った結果、 7遺伝子 
(mdk, fstl, slit1, tgfβ1, bmp7.1, angptl2, egfl6) が尾部の AECで強く発現するこ
とがわかった。さらに、このうちの 5遺伝子 (mdk, fstl, slit1, tgfβ1, bmp7.1)は四肢 
AEC でも共通に発現することがわかった。一方で、残りの遺伝子は尾部 AEC 特異的に発現
する遺伝子 (angptl2, egfl6)であった。最後に、これまでに四肢 AECで重要な役割がある


































また、令和 2 年 1 月 30 日、論文内容およびこれに関連する事項について諮問を行った結
果、合格と判定した。


